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簗川は、岩手県中央部に位置し、その源を盛岡市東端の岩神山（標高 1,103m）に発し、途中、根田茂川を合流しな

がら流下し、盛岡市街において北上川と合流する一級河川で、下流部には盛岡市の市街地が形成されています。 

簗川ダムは、治水対策及び水源確保を目的として、盛岡市川目地内に建設中の、堤高77.2m、堤頂長249.0m、堤体

積 230,000m3、総貯水容量 1,910 万 m3 の重力式コンクリートダムです。重力式コンクリートダムとは、ダムの重さによっ

て貯めた水の圧力に耐える形式のダムのことです。 

ダム建設工事は平成 26 年 12 月に着手、平成 28 年 2 月に転流工、平成 28 年 12 月に基礎掘削工を終え、平成

29 年 4 月から堤体打設（ダム本体を作る工事）を開始し、現在 2 年目を迎えています。 
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盛岡市内に治水対策・水源確保を目的とした多目的ダムを作ります。 

下流側から見た正面図 側面図 

簗川ダム平面図 

平成26年に着手した簗川ダム建設(堤体工)工事は、現在堤体工が最盛期を迎え、24時

間体制でコンクリートの打設を進めており、日に日にダムの高さが高くなっております。盛岡市

内から近いダム現場ですので、ぜひ一度見学にお越しください。 

掘削・ 
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堤体打設：工事の最盛期！ 

平成 30 年 6 月 ダム下流から上流を望む 
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○拡張レヤ工法（Extended Layer Construction Method） 

 堤体（ダム本体）を作る際に、大きな高低差をつけることなく、平面状に堤体を打ち上げていく工法を面状工法と呼び

ます。拡張レヤ工法は面状工法の一つで、仮設備の能力に合わせて、2 ブロック以上の広い範囲を一度に打設するの

が特徴です。 

 簗川ダムは、ケーブルクレーンを使用した拡張レヤ工法を採用し、平成 31 年度の堤体打設完了を目指します。 

ケーブルクレーンによりコンクリートを運搬 
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平成 29 年度～31 年度 

堤体打設工 
（ダムのコンクリートを打込む工事） 

平成 28 年度 

基礎掘削工 
（山の表面にある弱い土砂を取り除く工事） 

平成 27 年度 

転流工 
（川の流れを切り替える工事） 

今ココ！ 
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